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8 月

消防車にのったよ
７り8 11、藤lll保介睛（ゑﾐ野萸ｆ所長心徇）で、in防｡11Q救急車に体験搭乗しま

した、洲防･ljcに吸-･たf･ ､どもたらは人よろこび｡ サイレンの音にび･･くりしたり、

へjしｙ ・ 卜 をかぷ ・て人よろ二ぴした･J｡ このあと、防火意識iQi揚のまんが映肉も

鑑賞Ｌま廴た。



使 い ま し ょ う

国見町の支払額5 億6,753万円

一世帯当たり

32万円

一 人 当 たり

10万円

昭
和
六
十
三
年
度
の
国
見
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
当
初
予

算
は
、
総
額
六
億
四
千
七
百
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
三
％
の
伸

び
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
国
保
の
被
保
険
者
が
減
少
し
て
い
る
た
め
で
あ
り
、

医
療
費
そ
の
も
の
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

一
人
十
万
円
の

医

療

費

今
年
度
の
国
保
特
別
会
計
に
占

め

る
医
療
費
給
付
の
割
合
は
、
歳
出
総

額
の
九
〇
％

に
当
た
る
五
億
八
千
百

八
十
四
万
円
で
、
昨
年
度
と
比
べ
て

一
・
四
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
月
割
り
に
す
る
と
、
四
不

八
百
四
十
八
万
円
の
医
療
費
給
付
と

な
り
、
年
間
一
世
帯
当
た
り
約
三
’十

二
万
円
。
一
人
当
た
り
で
は
約
十
万

円
と
な
り
ま
す
。

前
年
度
の
医
療
費
給
付
火
績
は
、

一
世
帯
当
た
り
杓
三
十
二
万
円
（
負

担
し
て
い
た
だ
い
た
国
保
税
は
約
十

七
万
七
千
円
）
、
‐‐
人
当
た
り
で
は

約
十
万
円
（
同
じ
く
国
保
税
は
約
五

万
七
千
円
）
と
な
り
ま
す
。

今
年
度
の
医
療
費
給
付
予
算
と
、

前
年
度
の
給
付
実
績
は
同
額
と
な
っ

て
い
ま
す
か
。
こ
れ
は
、
被
用
者
保

険
へ
の
移
行
な
ど
に
よ
り
被
保
険
者

が
前
年
度
と
の
当
初
対
比
で
二
・
四

％
の
減
少
を
見
込
ん
で
い
る
た
め
で

あ
り
、
医
療
費
の
伸
び
か
止
ま
っ
た

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

先
ご
ろ
国
保
中
央
会
が
ま
と
め
た

昭
和
六
十
二
年
度
の
国
保
医
療
費
の

状
況
に
よ
る
と
、
総
額
で
八
兆
一
千

億
円
（
前
年
度
よ
り
八
・
〇
％

増
）

と
な
り
、
初
め
て
八
兆
円
台
に
乗
り

ま
し
た
。
こ
の
内
訳
は
、「
一
般
・
退

職
」
が
四
兆
八
千
五
百
億
円
（
前
年

度
よ
り
六
・
八
％
増
）、
『
老
人
』
が

三
兆
二
千
七
百
億
円
（
前
年
度
よ
り

九
・
七
％

増
）
と
な

。
て

い
ま
す
。

国
保
の
老
人
人
口
の
割
合
は

匸
二
％

な
の
で
、
こ
の

匸
二
％

の
人
口
か
国

保
医
療
費
の
四
〇
％
を
占
め
て

い
る

格
好
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
町
国
保
の
医
療
費
も
、
年
々
増

加
を
続
け
、
国
保
財
政
の
窮
迫
と
国

保
税
の
引
上
げ
に
苦
慮
し
て
い
る
現

状
で
す
。

今
や
成
人
病
中
心
の
時
代
に
あ
・

て
、
『
自
ら
の
健
康
は
自
ら
守
る
』

『
自
分
の
病
気
は
最
終
的
に
は
自
ら

治
す
』
と
い
う
セ
ル
フ

ー
ケ
ア
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

］
人
ひ
と
り
の
健
康
づ
く
り
の
実

践
と
。
適
正
な
受
診
に
よ
っ
て
、
医

療
費
上
昇
に
ス
ト

″
プ
を
か
け
る
こ

と
か
で
き
ま
す
。

み
ん
な
で
医
療
費
を
大
切
に
便
い



医 療 費 を 大 切 に

昭和62年度国保医療費の実態

国

保
税
率
決

ま
る

昭

和
六

十
三
年

度
の
国

保
税

は
、

三
世

二
千

五
百
八

万
二
千

円
で

、
前

年

に
比

べ
、
八
町

七
十

七
万
二
千

円

の

増
、
率

に
し
て

二
・

八
。‘
。
の
伸

び

と
な
り
ま

し
た

。

保
険
税

は
、

み
な
さ

ん
か
安

心
し

て

治
療
を

受
け

ら
れ
る

た

め
の
人

切

な
財

源
で

す

。

こ
の
財

源

を
人

切

に
使
う
こ

と
は

も

ち
ろ

ん
。
納

期
内

に
保
険
脱

を
納

め
ら
れ

る
よ
う

ご
協
力

を
お
願

い
し

ま

す
。

※
国

保

税

一
世
帯

当

た

り

一
七
九
、
九
一
匕
円

一
人
当
た
り五

八
、
八
八
二
円

昭和６３年度　国保税税率
区　　　　 分 ��課陛削合 �税　 率 �前年度税率�対　 比

応翦 �所　 得　 剛 �40％ �5  . 79 % �5  ｺ 6 % �1 12 , 2 %
�資　産　割 �10％ �36jO％ �37.24 % �96  . 9 %

応

益

剛 �

被保険耆均等割 �35％ �卩
ｊばy’22
664円 �

卩､当たり22
091円 �102.6

％

�世帯別平等割 �15％ �l世帯yj‘F30
056川 �l

蠹帯当たり30
107円 �99  . 8 %

国 保 税算定 例(４人家族の場合)

・所li 節　　　｜.550,(XXjlll

・課税標準節　　　L270.  円

・固定資産椏　　　　55.  供 円 平均額l

｜ 所l!l 剛　73  . 5 ま円 囗270. χ}0円×愆)

||．資 産 割　　 慴 . g55 円 ( 55. ( 川×1!li!;1J

I. 均 等 割　　.656P 凵   22. 4 円 x 4人】

RI. 平 等311　　.056 円{} 匯帯･l汰･ａ),05611D

計　　　2  靆 ﾄ 口゙ 囚保税決定年税朗l

豪最高課脱限度額　400  , 償 刈川

成人 病 を 防く日 常生 活10 か 条ｌ 腹八分目を

守る

食べすぎは肥満を招

き、肥満は動脈硬化

に結びつきやすい。

Ｚ 野菜を十分に

とる
野菜には、血圧を安

定させるカリウムの

ほか、繊維など成人

病予防効果の高い成

分か多い。

ｊ 食塩を 減ら す

食塩は高血圧の最大

の敵。１日10g 以下

を目標に。

・ 動物性脂肪を

とりすぎない

動物性脂肪は、血液

中のコレステロール

を上昇させる。

ｊ お酒・タバコ

は控えめに
お酒は日本酒換算で

１日１合を目安に。

タバコはできればや

める。

Ｏ　スト レ スを

ため な い

精神的な緊張は血圧

を高め、心臓の負担

を大きくする。

７ 適度な運動を
適度な運動は血圧を

下げ、助脈硬化を予

防し、ストレスも解

消する。

Ｓ 睡眠を十分に

睡眠は１日の正しい

生活リズムをつくる

基本。睡眠不足は老

化を早める。

９ 肥満を避ける
太り すぎは 、心 臘に

負担を かけ るなど 成

人病を 青゙ てる ″温床。

Ｕ） 定期的な　

健康診断を

病気の早期発見、ま

た、老化の進行度の

チェックなどに欠か

せない。



国
保
健
康
世
帯
を
表
彰

昭
和
六
十
二
年
度
中
、
一
度
も
診

療
を
受
け
な
か
っ
た
健
康
世
帯
の
表

彰
式
が
、
八
月
十
日
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
．

こ
の
日
表
彰
を
受
け
た
の
は
六
十

三
世
帯
で
．
こ
の
世
帯
に
共
通
し
て

い
え
る
こ
と
は
．
常
に
健
康
に
対
す

る
自
覚
と
、
自
分
に
適
し
た
健
康
法

を
も
ち
、
実
践
し
て

い
る
と
い
う
こ

と
で
す
．

一
人
ひ
と
り
か
『
自
分
の
健
康
は

自
分
で
守
る
』
習
慣
を
身
に
つ
け
た

い
も
の
で
す
．

次
に
表
彫
さ
れ
た
健
康
世
帯
を
ご

紹
介
し
ま
す
．

健
康
世
帯
紹
介

敬
称
略

・

十
一
年
連
続
世
帯

こ

世
帯
）

▽
曹
野
秋
雄
（
内
谷
東
）

・

十
年
連
続
世
帯
（
一
世
帯
）

▽
吉
田

タ
カ

（
貝
田
）

・

八
年
連
続
世
帯
（
一
世
帯
）

▽
引
地

幸
一
（
駅

前
）

・

五
年
連
統
世
帯

こ

世
帯
）

▽
大

竹
竹
夫

（
本

町

）

・

四
年
連
続
世
帯
（
四
世
帯
）

▽

松
浦

信
（
滝

山
）
　

▽
田

中
（

ツ

（
第

一
）
　

▽
佐

野
正

光
（
第

九
ｙ

▽

上
沢
芳

正
（
大

木
戸
）

・

三
年
連

続
世

帯

（
一
．一
世
帯
）

▽
菊
地
あ
さ
子
（
大
町
南
）
　
▽
佐

藤
次
郎
（
山
崎
小
舘
）
　
▽
鴨
田
常

雄
（
小
坂
）

・

二
年
連
続
世
帯
（
十
七
世
帯
）

▽

大
森
忠

治
郎

（
宮
町
南

）
　

▽
豊

田
掾

（
源
宗

山
西

）
　

▽
舟
山
晃

徳

（
大

町
南
）
　

▽

富
樫

行
雄
（
本
町

）

▽
佐

藤
勝
伊

（
石
母

田
東

）
　

▽

宍

戸
且

郎

（
山

崎
小
舘

）
　

▽
菊
地
済

｛
源
宗

山
東

｝

▽
仲

野
周
助
　

（
泉

田

中
）
　

▽
原

田
済

治
｛
太

田
川

｝

▽
関
本

東
（
板

橋
）
　

▽

高
橋
栄
子

（
太
田
川

）
　

▽
阿
部

幸
雄

（
来

田

下
）
　
▽
佐
藤
ト
ラ
イ
（
第
三
）

▽
武
田
富
夫
（
第
三
）
　
▽
永
山
正

明
（
貝
田
）
　

▽
鈴
木
喜
作
（
貝
田
）

▽
松
浦
伍
郎
（
築
舘
）

・

一
年

世
帯

（
ニ
ー十

五
世
帯

）

▽
浅
野

幸
次
郎

（
山
崎

北
）
　

▽

斎

職

長
一

（
石
母

田
西
）
　

▽

秦
福
寿

（
錦

町
）
　

▽

菊
地
吉

伴
｛
石

母
田

原
｝
　

▽

八
巻

光
夫

（
源

宗

山
東
）

▽
鈴

木

次
男
（

町
東
）
　

▽

佐
久
聞

幸

子
｛
駅

前
｝
　

▽
石

川
好
一

（
錦

町
）
　

▽

小
野

貞
夫
（

宮
町
南

）

▽
菊

地
忠

光
（

富
束
）
　

▽

幕
田

一

雄
｛

宮
東

｝
　

▽
佐
々
木

二
郎

（
石

母
田
西

）
　

▽
八

鳥

高
明

｛
滝

山
｝

▽
瀬

戸
健
二

郎
｛

駅
前
｝
　

▽
井

砂

の
り

枝
（
山

崎
小
舘

）
　

▽
高

橋
茂

（
源
宗

山
西

）
　

▽
後
藤

カ
ツ

子

（
源
宗

山
北
）

▽
佐

藤
勝

男
　

（
泉

田
中
）
　

▽
齢

木
フ

ミ
（
板

橋
）

▽
鴨
田

忠
二

（
内

谷
東
）
　

▽
引

地

茂
太
郎

（
徳
江

北
）

▽
斎
藤

幸
平

（
第
一
ｊ
　

▽

佐
久
間

鵆

（
第
十

二
）

▽
佐
藤

定
司

（
第
四

）
　

▽

佐
藤
昭

次

（
第
四

）
　

▽
菊

地
と
し

子
（
他

江

北
）
　

▽
宍

戸
利
夫

（
第
匕

）

▽

菊
地

羹
眷
（

第
十
）
　

▽

佐
藤
義

光

（
只
田

）
　

▽
大
沼

重
郎
｛
μ

田

｝

▽

後
藤
勝

夫
（
商
城

）
　

▽
阿

部

岑

生

（
人
木
戸

）
　

▽
岩

城
久
人

｛
川

内

｝
　

▽
玉

手
正

造
（
中

部
）
　

▽

▽
井

砂
浩
一

（
北
部

）

岡
民
健
康
保
険
法

施
行
五
十
周
年
記
念

健
康
老
人
を
表
彰

今
年
は
、
国
民
健
康
保
険
法
施
行

五
卜
周
年
に
当
た
り
、
そ
の
記
念
と

し
て
昭
和
六
卜
二
年
度
中
、
無
受
診

で
あ
っ
た
健
康
な
老
人
の
皆
さ
ん
の

表
彰
式
か
、
八
月
十
日
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

表
彫
さ
れ
た
継
康
老
人
の
皆
さ
ん

は
次
の
と
お
り
で
す
。

（

敬

称

略

）

▽
後
藤

マ
ツ

（
錦
町
ｙ
　

▽

秋
元
シ

モ
（
錦
町

）
　

▽
新
妻

準
（
錦

町
）

▽
後
藤

ヨ
・
ア
（
大

町
南

）
　

▽

平
舘

誠
（
大
町

北
）
　

▽
平
舘

き
よ

子

（
大
町
北

》
　

▽
大
内

ヨ
ツ

（
大
町

北
）
　

▽
横

山
辰
雌

（
大
町

北
》

▽
佐
藤

丹
蔵

（
宮
町
北

》
　

▽
吾

妻

寅
吉

（
鶉
町

）
　

▽
市

川
忠

蔵

（
石

母
川
表

）
　

▽
松
濡

從
子

（
石
母

川

原
）
　

▽
松

浦
武
市

（
石
母

田
原

）

▽
高
橋
市

三
郎

（
山
崎
北

）
　

▽
高

橋

竹
治

（
山
崎
北

）
　

▽

浅
野

ユ
イ

（
沌

山
）
　

▽
吉
田
（

ル
（
山
崎
舘

）

▽
吉

田
マ

ツ
ノ

（
山
崎
舘
）
　

▽
瀬

戸
寿

郎

（
ｈ

野
）
　

▽
早
田

遣

（
小

坂

）
　

▽

内
村
ス

イ
（
太

田
川
）

▽
高
原
ツ

ル

（
太

川
川
ｙ
　

▽
樋

口

孝
吉
（
内

谷
東

）
　

▽
佐

久
間

ヱ
ツ

（
第
二
）
　

▽

佐
久
間

八
郎
（
第

二
）

▽
吾
妻

サ
タ
ヨ

｛
第
ミ

｝
　

▽
斎
藤

リ
ン
（
第
四
）
　
▽
齊
藤
イ
ネ
（
徳

江
北
）
　
▽
斎
藤
ト
メ
ヨ
（
徳
江
北
）

▽
佐
茄
充
作
（
第
七
）
　
▽
村
上
カ

ネ
（
第
九
）
　
▽
後
藤
伴
七
（
第
九
）

▽
佐
久
間
代
次
郎
（
第
十
一
）

▽
高
檎
義
雄
（
第
十

Ｊ
　

▽
斎
藤

金
三
郎
（
貝
田
）
　
▽
松
田
タ
ケ
ヨ

（
貝
田
）
　
▽
菊
地
チ
カ
（
貝
田
）

▽
遠
茄
フ
ク
（
光
明
寺
）
　
▽
忍
い

？
を
（
大
木
戸
）
　
▽
野
田
長
四
郎

（
並
柳
）
　
▽
瀬
戸
周
蔵
（
中
部
）

▽
鈴
木
カ
ツ
ィ
（
川
内
）
　
▽
鈴
木

フ
サ
ノ
（
川
内
）

国
保
保
健
指
導
員
に

松
浦
郁
子
さ
ん松濡 郁子さん

昭
和

六
十
三
年

八
月

か
ら
、

町
の

国
保
保
健

指
導

員
に
松

浦
郁
子

さ

ん

（
大
木
戸

字
舘
一
．ニ
　

ー．一
十
五

歳
）

か
委
嘱

さ
れ
ま

し
た
．

国

保
陂
傑
険

者
の

保
健
指

導
を
担

肖

い
た
し
ま
す

の
で

．
国

保
に
加

人

さ
れ

て

い
る

家
庭
を

訪
問

し
た
場
（
Ｕ

は
、

ご
協
力

を
お
恥

い

い
た
し
ま

す
．



愛の献血に

１００人

七
月
二
十
六
日
。
県
の
移
動
採
血

車
が
来
町
し
ま
し

た
。
今
回
は
、
小

坂
小
学
校
前
、
国
見
精
機
加
、
役
場

前
、
清
水
製
作
所
前
で
献
血
活
動
を

行
い
、
百
名
（
申
し
込
み
者
は
百
卜

九
人
）
の
方
々
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

献
血
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

（

噸

不

同

・

敬

昨

略

）

・

印

の

な

は

四

匸

パ
に
協

り

矜

で

す

．

（

一

般

協

力

》

・
仲

野

博

行

佐

藤

伸

咐

横

山

タ
　
キ

小

出

秀

雄

佐

藤

洋
　
一

・
人

内
　
．

郎

佐

藤

紀
　
子

・
後

藤

征

男

若

林

利

子

一
　
條

稗

助

後

藤

與
志
男

大

内

隆

ｆ

・
淇
　
田
　
　

武

商

橋

嚊

叉

阿

部

ひ
志
Ｆ

氏

家

長

占

尾

形

広

治

（
朽
木
繊
維
》

森

木

１
恵
子

良

木

弘

ｒ

作

藤

山
処
汪

《
小
坂
小
学
校
》

遠

藤

μ

理
ｒ

菊

川
　
　

保

｛

済
水
製
作
所
》

佐

藤

幸

弘

佐
矢
間

冊

巾

渡
　

辺
　

一
　

に

後

藤

姶

良

曵

地

す
み
え

武
　

川

趾

男

《
国
見
精
機
》

・
ｔｒ

沢

雅

芙

曵

地

刊

徳

本
　
ｍ

政

子

晦

谷

春

江

・
佐

藤
　
　

師

（
福
梁
製
作
所
》

片

甲

忠
笑
子

片

甲

忠

夫

商

価
　
　

守

矢

日

富
上
’いＬ

占
　

川

Ｍ
　

一
．

佐

藤

勝

雄

《
郵
便
局
）

佐

藤

利

夫

《
商
工
含

横

山

庄

市

・
阿

祁

洋

阿

部

節

ｒ

・
槻

山

卍

ｔ

菊

地

欠

１

眄

木

哲

皀

圦

野
　
　

鬯

Ｉ
ト
嵐

渣
　
大

瀬

野

次

男

本

多

洋

人

波
　
　

努

小

旅
　
　

功

斎
　
　

案

ｒ

兪

葎
　
　

勉

・
血

ｆ

掫

川

・
斎

藤

Ｍ

之

後

藤

好

ｔ

渡
　
辺
　
　

介

隍

弥

富

藏

柚

水

以

廴

山

内

克

ｔ

引

地

卍

に

丸
　
山

新

占

商

瞞

慎
　
バ

赤

坂

栄

冫

商

橋

テ

ソ
．ｒ

吻

川
　

辰

皀

佐
久
間
　

ｙ

ヤ
ー

佐

藤

噸

ｆ

人
和

川

紀

欠

｛
一

見
町
農
協
‘

安
係
ｒ
　
　

卍

星

野

む

和

（
国
見
町
役
鳩
）

占
　

Ⅲ

義

勝

隍

藤

敦

ｒ

宍
　

卩
　

晧

４

佐
久
閥
　
　

茂

須
　

川

両

治

佐

藤

則

譛

阿

部

裕

．ｒ

赤

坂
　
　

ａ

占
　

川

心

刃

佐

ａ

光

男

谷

津

余

廴

眄

木

町

秋

人

轟

忠
柚
郎

川

崎

ｋ

亟

曳

地

小

ｔ

菊

地

信
　
Ｌ

鈴

豕

町

皀

引

地

山

則

羽

忸

洋
　
．

菊

地

弘

ｔ

佐
ｇ

皃

成

占
　
川

色

Ｆ

武
　
Ⅲ

友

江

占
　
Ⅲ

占

ね

佐

竹

朝

ｆ

巾

山

ミ
エ
ｆ

松

浦

昭
　
．

次回の献血車来町予定

９ 月６日（火）

9:00 ～11:3{} 沢屋酒鵬前

12:00 ～13:00 嗤商会前

14:0{}～】5:00 国兄町農協本所前

15: 15 ~  ー6: 00 藤｢IM 幸ヽ校前

16:15 ～17:00 県北中学校前

ひ
と
こ
と

献
血
す
る
の
は
今
川
で
三
回
日
で

す
。
自
分
の
健
康
状
態
を
チ
エ
。
ク

す
る
意
味
で
も
、
年
に
一
川
は
献
血

し
て
い
ま
す
。
今
日
は
夫
婦
で
求
ま

し
た
。
以
外
に
ｙ

く
柊
わ
り
、
痛
み

も
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。
今
後
ら

体
糾
か
良
け
れ
ば
続
け
て
協
力
し
ま

卞
。

横山タキさん（51嫩）

小坂事小坂９

福　島　県　知　事　選　挙
参議院福島県選出議員補欠選挙

投票日　９月４日（日）午前7 時~午後6 時

不在者投票 知事選　　８月15日～９月３日まで

参院補選　８月17日～９月３日まで

※くわしいことは、役場内選挙

管理委員会におたずねください

～みんなそろって

投票しましょう～



下
水
道
シ
リ
ー
ズ
②

年
内
に
工
事
に
着
工

公
共
下
水
道
事
業

済
潔
で
衛
生
的
な
街
づ
く
り
を
め

ざ
し
た
、
下
水
道
事
業
も
よ
う
や
く

年
内
（
十
一
月
頃
）
着
工
の
予
定
と

な
り
ま
し
た
。

今
年
度
の
工
事
箇
所
は
、
役
楊
通

り
（
県
道
）
の
一
部
と
藤
田
字
町
裏

地
内
の
一
郎
を
予
定
し
て
お
り
ま
す

か
、
こ
れ
か
ら
委
託
し
ま
す
実
施
設

計
完
了
後
に
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

○
公
共
汚
水
ま
す
と

排
水
設
備

○
公
共
汚
水
ま
す

家
庭
や
事
業
所
の
汚
水
を
下
水
道

に
流
し
、
ま
た
済
掃
や
検
査
の
た
め

に
懷
つ
の
か
『
公
共
汚
水
ま
す
』
で

す
。こ

の

『
公
共
汚
水
ま
す
』
は
、
下

水
道
工
事
の
際
、
町
は
申
請
に
よ
り

一
宅
地
に
一
個
を
官
民
境
界
か
ら
Ｉ

メ
ー
ト
ル
の
範
囲
内
に
設
置
す
る
の

か
通
例
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

『
公
共
汚
水
ま
す
』
は
。
一
度
設

置
し
ま
す
と
簡
単
に
は
移
動
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
申
舗
の
と
き
は
十
分
検

討
し
て
位
置
を
決
め
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
．

○
排

水
設
備

町
で
行
う
下
水
道
工
事
か
終
り
、

下
水
管
や
公
共
汚
水
ま
す
か
布
般
さ

れ
ま
す
と
、
家
庭
や
事
業
所
の
汚
水

を
流
す
に
は
、
宅
地
や
通
路
に
そ
れ

ぞ
れ
排
水
設
備
を
つ
く

。
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
台
所
、
便
所
、
浴
室
な

ど
の
排
水
を
公
共
下
水
道
に
っ
な
ぐ

も
の
で
す
。

こ
の
排
水
股
備
は
、
公
共
下
水
道

の
供
用
開
始
の
公
示
後
、
個
人
負
担

に
よ
り
設
置
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
、
工
事
は
町
が
指
定
す
る
工
事

店
に
よ
り
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
下
水
道

建
設
費
の
財
源

下
水
道
工
事
に
は
巨
額
の
費
用
か

か
か
り
ま
す
。

こ
の
費
用
は
、
国
費
（
国
の
補
助

金
）
と
地
方
費
（
一
般
町
費
・
県
費

・
地
方
費
・
受
益
者
負
担
金
）
を
財

源
と
し
て
あ
て
ら
れ
ま
す
．

（

公
共

下

水
道

建
設

費

の

財
源
）

建設費

廁

費
（
国
庫
補
助
金
）

地

方
費
・

｝
般
町

費

県

費
（
県
補
助
金
）

地

方
債
（

起
債

）

攪

溢
者
負

担
金
’

○
受
益
者
負
担
金

下
水
道
か
股
置
さ
れ
る
と
汚
水
の

排
除
か
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
周
辺

の
生
活
環
境
か
改
善
さ
れ
ま
す
。
し

た
が
っ
て
下
水
道
の
な
い
地
域
に
比

べ
る
と
、
そ
の
土
地
の
利
用
価
値
が

上
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

も
し
下
水
道
の
建
設
費
を
す
べ
て

税
金
等
で
ま
か
な
う
と
す
れ
ば
、
下

水
道
の
な
い
地
域
の
方
々
と
の
間
に

著
し
い
負
担
の
不
公
平
を
招
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
。
下
水
道
か
整
備
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
利
益
を
受
け
る
方

に
、
建
設
費
の
一
部
を
負
担
し
て

い

た
だ
き
、
そ
の
財
源
に
あ
て
る
た
め

受
益
の
範
囲
内
で
賦
課
す
る
負
担
金

で
す
。

※
問
い
合
わ
せ

役
場
下
水
道
課
一
8
5
1
2
1
1
1

（
内

線

２
６
１
）

公
共
汚
水
ま
す
と
排
水
設
備

一排 水設 備 の完 成図 一 (分流式)

公
私
糞
界
餓

水洗

便所
洗 面甬 浴窒 台所

公共汚水ます 道路

マン

ホール

本菅
公共下水道(

町負担)
排水設備(
個人負担)



ふるさとの文化財
5

3
小坂地内の西根上堰跡

菊　池　利　雄
小坂地内の旧西榠上麗跡略図(小坂村地籍図によって作図)

耕地整理地

(昭和５年施工)
旧
小
坂
村
地
内
の
字
板
橘
と
馬
場

前
・
塚
田
の
境
界
に
沿
っ
て
、
西
根

上
堰
の
古

い
遺
構
が
Ｊ
Ｒ
東
北
線
と

竜
宮
院
川
と
の
間
に
、
約
九
〇
じ
に

わ
た
っ
て
残
存
し
て
い
る
。

現

在

の

西

根

上

堰

は

、

藤

田

駅

構

内

に

あ

る

小

坂

踏

切

か

ら

南

に

、

東

北

線

の

東

側

を

約

二

四

〇

ａ

ほ

ど

平

行

し

て

流

れ

て

い

る

が

、

こ

れ

は

明

治

二

〇

年

（

一

八

八

七

）

日

本

鉄

道

株

式

会

社

に

よ

る

東

北

線

敷

設

時

以

降

の

付

瞽

に

よ

っ

た

斬

堰

で

あ

り

、

そ

れ

以

前

は

１

図

の

よ

う

な

形

で

、

鉄

道

の

西

側

に

大

き

く

迂

回

し

て

い

た

こ

と

が

知

ら

れ

（
一
一
一
一
一
に
一
一
一
一
一
一一

）

略

切

南

西

部

の

旧

笹

ノ

ロ

・

塚

川

と

北

窪

地

内

の

堰

遺

構

は

、

前

田

地

Ｋ

の

耕

地

整

理

事

業

に

よ

。

て

消

滅

し

た

か

、

そ

の

南

側

に

位

置

し

た

標

記

の

地

城

は

畑

地

で

あ

り

、

計

画

地

に

含

ま

れ

な

か

っ

た

こ

と

か

幸

い

し

て

、

当

時

の

姿

で

残

さ

れ

て

い

る

。

酉

根

上

堰

に

よ

る

小

板

地

内

の

か

ん

か

い

地

は

、

延

享

四

年

（

一

七

四

七

）

六

月

の

『

小

坂

村

様

子

大

概

帳

』

二

褶

笳

）

に

よ

れ

ば

『

こ

ヽ

上

堰

ヽ

亀

ｔ

櫑

鳥

領

湯

野

村

穴

原

卜

申

処

よ

り

、

摺

上

川

水

上

よ

り

用

水

二

取

申

侠

。

此

堰

水

当

村

田

方

へ

、

円

町

歩

程

二

用

水

二

用

申

侯

Ｊ

と

あ

り

、

屯

宮

院

川

沿

い

の

字

板

橋

・

北

窪

地

内

の

水

田

を

潤

し

て

お

り

、

こ

の

村

は

か

ん

か

い

地

が

少

な

い

た

め

、

番

水

の

時

間

割

は

な

く

常

水

地

と

さ

れ

、

田

ん

ぼ

の

水

が

ひ

い

た

と

き

は

洞

口

を

あ

け

て

灌

水

し

、

か

け

柊

れ

ば

止

め

る

と

い

う

慣

行

か

定

着

し

て

い

た

。

一
『

両

一`

慣

行

実

記

』

明

治

十

一
。
じ

年

国

見

町

史

』

第

二

世

所

収

竜

宮

院

川

が

旧

堰

と

交

差

す

る

北

窪
地

内
の

、
故
朽

木
寛
治

氏
の

旧
宅

は

、
地
元
で

は

タ
ン

グ
の
家
と
呼

ば

喰一

片

。。
　
　
　

″
昨
今
紂で
誌
掏
覩
｀

れ
（
郎
氏
談

）
ダ

ン
ケ

一

る
 
4 ド
 
I 要
 る

と

は
余
水
吐

き

の
こ
と
で

、
童

宮
院

川

か
旧
西

根
上

堰
の
上
を

箱
樋

で
流

さ
れ
、
余

分
の
水

は
層

に
藩
さ

れ
て

い
た
こ
と

に
由

来
し

た
呼

称
で

あ
ろ

裂
在
の

ダ
ン

ケ
は
約

八
〇
卩

ほ
ど

下

流
。
鉄

道
の
東

側

に
移

り
、

西
根

上

層
よ
り
竜

宮

院
Å

讐

芯

貿

に

堰
水

が
琳

さ
れ

、
膝
田

・
中
日

・
塚

野
口

や
徳
江

地
内

に
広

が
る
下
流

地

水

田
の
か

ん
か

い
に
あ
て

ら
れ
て

お

り
、
そ
の
時

に

発
す
る

音
か
ら

、
通

称

『
ザ

ー
ザ
』

と
も
呼

ば
れ
て

い
る

。

こ
の
小
坂

地
内

の
通
水

を
や

め
て
、

百
年

の
歳
月

を
経

過
し

た
旧
層

の
現

況

は
、
草
木

の
繁
茂

に
ま

か
せ

一
郎

は

埋
め
た
て

ら

れ
る
な

ど
し
て

い
る

か

、
往
時
の
景

観

か
良
く

残
さ

れ
て

い
る

。
近
世

の
始

め
上

杉
藩
に
よ

っ

て
開

さ
く
さ

れ
、

伊
達
郎

西
根
の

開

発

に
大

き
く
寄

与

し
恩
恵

を
こ
う

む

っ
た
西
根
堰

か
、

全
長
に

わ
た
・

て

舗
装

さ
れ
て

し
ま

り
た
現
在

、
土

堀

に
よ

る
原
形

か
残

さ
れ
て

い
る
数

少

な

い
遺
構
で
あ

り
、
今
後

史
跡

と
し

て
保
存

方
法
等

を
検

肘
す

る
必
要

か

あ
ろ
う

。

｛
豕

驕

は
ｔ

月
卜

円

卩

、

安
藤

裨
一
．
．
郎
氏

の

案
内

で

、

西
映

堰
上

地

改

良
Ｋ

の

村

上
太

一
理

事

．
石

渡

琲
如

参
事

と

事

曹

に
よ

る

現
地

調

査

畤

の
軟

材

に
よ

‥
た

Ｊ

佐
久
間
正
寛
さ
ん
に

知
事
感
謝
状

昭
和
六
十
三
年
度
納
脱
功
労
者
と

し
て
、
わ
が
町
の
納
税
貯
蓄
組
合
連

合
会
会
長
で
あ
る
佐
久
間
正
寛
さ
ん

（
塚
野
目
字
北
塚
）
か
、
栄
え
あ
る

知
事
感
謝
状
を
受
け
ま
し
た
。

贈
呈
式
は
八
月
四
日
県
庁
正
庁
で

行
わ
れ
、
県
内
の
功
労
者
や
優
良
団

体
三
十
人
に
友
田
副
知
事
か
ら
一
人

一
人
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

佐
久
間
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
一
年

か
ら
納
税
貯
蓄
組
合
艮
と
し
て
艮
い

間
、
納
期
内
完
納
と
納
税
思
恕
の
向

上
に
努
め
て
こ
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
努

力
が
認
め
ら
れ
た
わ
け
で
す
．

▲友田剛知事から感謝状の伝達を
受ける佐久間さん

今

月

の

納

税

八
月
は
．
国

保
税
・
町
県
民
税

《
各
、
二
期
）
の
納
税
の
月
で
す
．

納
期
内
（
八
月
三
十
一
日
）
ま
で

に
納
入
し
ま
し
ょ
う
／

交
通
事
故
の
相
談

無
料
で
受
け
付
け

曲
日
本
損
害
保
険
協
会
で
は
、

「
自
動
呶
保
険
脯
求
相
談
セ
ン
タ

ー
」
で
、
交
通
嚊
故
の
無
料
相
談

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

１
相
談
鳩
所

福
鳥
市
栄
町
ト

ー
ニ
ト

．
（
住

友
生
命
福
鳥
ピ
ル
五
階
）
社
団

法
人
日
本
損
害
保
険
協
会

福

島
自
助
嗔
保
険
請
求
相
談
七
ン

タ
ー
（
酋
○
二
四
丘
‐
ニ

ー

．
二
九
五
）

・
相
談
時
間

平
日

午
前
九
時
半
～

午
後
四
時
四
十
分

土
曜
日
午
前
九
時
半
～
正
午

（
第
二
・
第
三
土
曜
日
は
休

み
ま
す
）

・
弁
膜
士
相
談
日

毎
週
木
曜
日
午
後
一
時
～

四
時

＊
電
話
で
の
相
鮫
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。



お
題
は
「
晴
」

昭
和
六
十
四
年
歌
会
始

宮
内
庁
で
は
昭
和
六
十
四
年
歌
会

始
の
お
題
及
び
詠
進
歌
の
詠
進
要
領

を
次
の
と
お
り
発
喪
し
ま
し
た
．

て

お
題

『

睛

』

二
、
詠
進
薺
價

印
自
作
の
歌
で
一
人
一
首
と
し
、

未
発
表
の
も
の
。

閙
用
紙
は
半
紙
（
和
紙
）
と
し
、

毛
筆
で
自
番
す
る
。

闥
病
気
又
は
身
体
障
害
の
た
め
自

書
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

は
、
他
人
か
代
筆
し
て
も
差
し

支
え
あ
り
ま
せ
ん
か
、
そ
の
場

合
は
、
別
紙
に
代
筆
の
理
由
、

代
筆
者
の
住
所
及
び
氏
″
や
を
番

い
て
詠
進
歇
に
添
え
る
。

Ⅲ
書
式
は
、
拏
紙
を
横
長
に
用
い

右
半
分
に
お
題
と
歌
、
左
半
分

に
郵
便
番
号
。
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
及
び
職
業
を
縦
書
き

で
書
い
て
く
だ
さ
い
。

三
、
詠
進
の
期
間

９
月
１
日
～
1
0月
1
1日
ま
で
（
郵

送
の
場
合
は
．
1
0月
1
1日
ま
で
の

消
印
有
効
）

四
、
あ
て
先

〒

助

東
京
都
千
代
田
区
千
代
田

一
番
一
号

富
内
庁

封
簡
に
『
詠
進
歌
』
と
書
き
添
え

て
く
だ
さ
い
・

※
そ
の
他
疑
問
が
あ
れ
ば
、
ａ

接
、

富
内
庁
式
部
職
あ
て
に
、
郵
使
番

号
、
住
所
、
氏
名
を
書
き
、
返
信

用
切
手
を
は
っ
た
封
簡
を
添
え
て

九
月
末
日
ま
で
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
・

｛

的
μ

七

り

チ

メ

ー

ト

ル

｝

(書 式 図)

( 杓13 セ ンチメート ル)

郵

便

番

号

住
　
　
　

所

ふ

り

が

な

氏
　
　
　

名

年

月

日

生

機

業

公

立

藤
田

病
院
組

合

職
員
を
募
集

（
大
学

卒
程

度

）

昭
和
六
十
四
年
度
探
用
の
公
立
藤

田
痢
院
組
合
職
員
（
大
学
卒
程
度
）

採
用
候
補
者
試
験
を
次
に
よ
り
行
い

ま
す

．

一
、
賦
験
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

一
般
事
務
　

若
干
名

二
、
受
験
資
格

昭
和
4
0年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
4
2

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

で
、
昭
和
6
4年
３
月
ま
で
に
大
学

卒
業
見
込
み
の
者
。

Ξ
、
賦
験
の
期
日
及
び
場
所

昭
和
6
3年
1
0月
２
日
（
日
）

午
前
９
時
か
ら
受
付

福
鳥
県
自
治
会
館
（
福
鳥
市
中
町

８
番
２
号
）

二
次
試
験
に
つ
い
て
は
．
龠
格
者

通
知
し
ま
す
．

四
、
受
験
手
続
及
び
受
付
期
聞

］‥
申
込
用
紙
は
公
立
藤
田
総
合
病

院
で
交
付
し
ま
す
．

圖
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
公
立
藤
田
絶
合
璃
院
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
．
受
験
票
を

受
領
し
た
と
き
は
、
最
近
６
ヶ

月
以
内
に
撮
影
し
た
本
人
の
写

真
（
上
半
身
．
脱
帽
、
正
面
向

き
ヽ
縦
６

｀
×
横
4
.
5`）
一
枚

を
は
っ
て
受
験
当
日
に
必
ず
持

参
し
て
く
だ
さ
い
．

日
受
付
期
間
は
８
月
１
日
か
ら
８

月
3
1日
ま
で
（
帆
務
時
間
中
に

限
り
ま
す
）
郵
送
の
場
合
は
、

８
月
2
7卩
ま
で
の
消
印
有
効
．

※
詳
し
い
こ
と
は
。
公
立
膝
田
総
合

病
院
庶
務
課
（
魯
八
五
一

二

匸
一

一
）
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

国
見
町
勤
労
者
互
助
会

融
資
制
度
の
案
内

町
で
は
．
動
労
者
の
福
利
厚
生
の

増
進
と
生
活
の
安
定
を
願
い
．
融
賢

制
度
を
行

う
て
い
ま
す
．

こ
の
制
度
は
、
労
働
組
合
の
組
織

さ
れ
て
い
な
い
商
店
や
、
事
業
所
な

ど
に
勤
務
す
る
人
を
対
象
に
、
医
療

費
、
冠
婚
葬
祭
費
、
教
育
費
、
住
宅

の
増
改
築
等
の
賢
金
を
必
要
と
す
る

場
合
に
融
資
し
ま
す
．

借
入
れ
申
込
み
の
で
き
る
方
は
、

次
の
三
つ
の
条
件
の
い
ず
れ
に
も
敵

当
す
る
こ
と
か
必
要
で
す
．

①
『
国
見
町
勤
労
者
互
助
会
』
の
会

員
で
、
入
会
後
一
ヵ
月
以
上
経
過

生活資金 教宵資金 住 宅 資 金

髄 資 額

返済朋間

利　 率

保 証 科

保 証 人

扛l　保

50万円以内

５年以内

年7 ｣ 4 %

年0.73 %

1名以上

不 要

100万円以内

10年以内

年6.  %

年0.60％

不 要

不　鑒

500万円以内

25年以内

年5.50 %～6. 絽 %

年0 ｺ 8 %

2 名以上

不動産

し
て

い
る
方
、

②
満
二
十
歳
以
上
の
方

③
事
業
所
（
商
店
も
含
む
）
の
従
業

員
と
し
て
二
年
以
上
継
続
し
て
動

務
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
引
き

続
き
勤
務
し
よ
う
と
す
る
方

※
詳
し
い
こ
と
は
、
役
錫
産
業
踝
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

事
務
所
移
転

Ｎ
Ｔ
Ｔ

福
島
心
報
電
話
局

Ｎ
Ｔ
Ｔ
篠
鳥
電
級
電
話
局
で
は
、

お
客
さ
ま
の
立
場
に
立
っ
た
ペ
ス
ト

サ
ー
ビ
ス
運
助
を
行
っ
て
い
ま
す
か
、

さ
ら
に
便
利
で
楽
し
い
窓
口
に
改
装

す
る
た
め
、
大
町
局
営
業
窓

口
を
第

八
舜
ビ
ル
（
福
鳥
市
新
町
三
一

二
十
）

に
移
転
し
、
八
月
一
日
か
ら
十
二
月

中
旬
ま
で
業
務
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
午
後
四
時
以
降
の
竃
話
料

金
の
お
支
払

い
は
、
従
来
通
り
大
町

局
三
階
の
料
金
サ
ー
ビ
ス
諜
で
承
り

ま
す
。改装中の仮お客様窓口ごあんない



”
ふ
せ

ご

う

少
年

の

非
行

と
家

出
”

九
月
は
、
夏
休
み
の
解
放
感
か
抜

け
き
ら
ず
、
少
年
か
非
行
や
家
出
に

走
り
や
す
い
と
き
で
す
．
特
に
少
年

の
家
出
は
非
行
に
陥
り
た
り
、
犯
罪

の
被
害
に
遭
い
や
す
く
大
変
危
険
な

も
の
で
す
．
少
年
の
い
る
家
庭
に
お

い
て
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
．
少

年
を
健
全
に
育
て
ま
し
ょ
う
．

〔
保
護

者
の

方
へ
〕

○
物
事
の
善
悪
を
判
断
で
き
る
力
、

欲
望
を
押
え
る
自
制
心
な
ど
を
身

に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
社

会
生
活
に
必
要
な
基
本
的
ル
ー
ル

を
確
実
に
守
る
こ
と
が
で
き
る
子

ど
も
に
育
て
ま
し
ょ
う
．

０
少
年
の
思
春
期
の
悩
み
や
子
育
て

に
閲
す
る
悩
み
な
ど
は
、
な
か
な

か
他
人
に
打
ち
あ
け
ら
れ
ず
に
ひ

と
り
で
悩
ん
で
い
る
こ
と
が
多
い

も
の
で
す
。
こ
の
４

つ
な
畤
は
、

学
校
の
先
生
や
警
察
な
ど
の
専
門

家
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
警
察
で

は
、
少
年
相
駁
室
や
ヤ
ン
グ
・
テ

レ
フ
ｔ
ン
・
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
。

悩
み
や
困
り
ご
と
の
あ
る
少
年
や

保
護
者
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

〔
ヤ

ン
グ
テ

レ
フ

ォ
ン
コ

ー
ナ

ー
〕

魯
二
一
一

四
一
四
一

農
業
共
済
組
合

職
員
募
集

伊
達
地
方
農
業
共
済
組
合
で
は
、

昭
和
六
十
四
年
度
採
用
予
定
の
職
員

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
．

一
、
採
用
予
定
人
員

２
名
（
国
見
町
．
桑
折
町
出
身
又

は
在
住
の
者
各
町
１
名
）

二
、
受
験
資
格

昭
和
4
0年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
、
昭
和
6
4年
３
月
ま
で
に
高
等

学
校
以
上
を
卒
業
又
は
卒
業
見
込

み
の
者

三
、
賦
験
の
方
法

Ｈ

筆

記
試
験
・・・
高
校

卒
業
程

度

の

国
語

、・
数
学

・
社
会

・
作

文
の
４

科

目

日
面

接
賦
験

…
筆

記
試

験
合
格
者

に

つ

い
て

行

い
ま

す

四
、
試
験
の
期
日

筆
記
賦
験
・：
昭
和
6
3年
1
0月
２
日

面
接
賦
験
…
昭
和
6
3年
1
0月
1
5日

五
、
受
験
の
申
込

昭
和
6
3年
９
月
1
2日
～
2
1日
ま
で

（
郵

送
の
場

合

は
、
９
月
2
1
口
‥’
ま

で

の
消
印

が
あ

る
も
の

）

※
詳
し
い
こ
と
は
、
伊
達
地
方
農
案

共
済
組
合
（
保
原
町
大
字
大
泉
字
大

地
内
一
〇
四
、
Ｓ
七
五
－

三

二
一
六
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
．

町
田
交
差
点

交
通
信
号
機
廃
止

長

い
間
、
山
崎
・
小
坂
地
区
の
皆

さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
町
田

交
差
点
の
信
号
機
が
、
七
月
二
十
九

日
を
も
っ
て
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
左
図
の
交
通
方
法
に

な
り
ま
す
の
で
、
交
通
ル
ー
ル
を
守

り
、
安
全
運
転
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

戸籍の窓口
（７月受付 分）

出生おめでとうございます
子 の 名 保 護 者　 部 幕

誠( ま こ と)吉田 孝夫 山 崎 館

明日香(あ す か)大沼 剛司　貝　　田
智 敢(と も や)佐幕　 建 小　 坂
瑞 穂(み ず ほ)菅野 周二 駅　 前

隆 文(たかふみ)熊坂 一正 内 谷 西
宏　明(ひろあき)筏藤 富藏　石毋田原

愛 美(ま な み)引地 一幸　山崎小舘
智 美(と も み)鈴木　廈治　川　 内
瞬( し ゅ ん)高檎 修一 宮 町 北

優 太(ゆ う た)高檎　幸夫 富 町 北
貴 紫くた か し)佐藤　 秀利　石毋田西

真 哉(ま さ や)佐野　 孝　第　 八
香也恵(か な え)瀬戸 正志　中　 部

香奈美(か な み)舟山 広基 大 町 南
竜 －(り●ういち)菅野　 伸　内 谷 東

結婚おめでとうございます

氏　　 名

笠 原　芳 博
カ　丸　明 美

佐久
閥　伸 良

佐久間　洋 子
佐久間　隴 康
羽　田　幸 子

部 落
石毋田北

福 鳥 市
川　 内
川　 内

篇　 一
福 鳥 市

おくやみ申し上げます

氏　　 名　　　年齢　　 都 落
高 梨　ト　ヨ　　94　　 第 十 二

佐
藤　レ　ン　　94　　 並　 柳

石 川　幸 平　　56　　 貝　 田
佐 藤 ッ ル　　90　　 太 田 川
朽 木 匯　史　　16　　 板　 擒

人 口 と 世 帯
８月１日現在(前月比)７月中のうごき

人
　
　

口

一男5.78 人(  十 13 )

女6  , 人(  十 iO )

耆12,046 人(  十 )

世帯数2  , 918戸（＋7 〉

転 入18 人

転 出　5 人

出 生15 人

死 亡　5 人

心配ごと相談日
場 所 ： 役場 二 階 相 肢 亶（竄輿人卩からお入り下魯い）

時 間 ： ９時 ～12 時

こ まったことや。 相破ごと がありましたら、

お気僅にご相謫下 さい。 秘密は絶対に守ります。

(相談員)

８月 日 ( 木）樋口　済三・高橋 恵子

９月 ５日（月）曳地　善作・佐藤　節子

９月14  日 (水）佐久間 巌・斎藤　洋子

８ 月　 葉 月 （ は づ き ）

23 日 （ 火 ） 処 暑

日  ( 土 ） 満 月

30 日 （ 火 ） 防 災 週 間

31 日 （ 水 ） 二 百 十 日
．、 ．£ 、　．Ｘ ａ　　　 Ｊ

９月　 長 月（な がつき ）

１日（木 ）防 災の日 ｊ

７日（水 ）白　 露　;ii

9 日（金 ）救急 の日i

15  日 (木） 敬 老の日_｡
ｊ



公
民
館
だ
よ
り

国 見町 公民 館

08 5 ｰ 2 6 7 6

（有) 4 1 5 6

仲

間

づ

く

り

教

室

キ
ャ
ン
プ
研
修
会

７
月
2
3日
～
2
5日

～
霊
山
こ
ど
も
の
村
～

『
少
年
仲
間
づ
ぐ
り
教
室
』
の
メ

ー
ン
行
事
の
キ
ャ
ン
プ
研
修
会
か
、

匕
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で

の
二
日
間
、
霊
山
こ
ど
も
の
村
キ
ャ

ン
プ
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
プ
研
修
会

に
は
、
教
室
生
一

四
十
三
名
か
参
加
し
、
楽
し
み
に
胸

を
は
ず
ま
せ
な
が
ら
公
民
館
を
出
罷

し
ま
し
た
。

霊
山
は
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、

而
に
負
け
る
む
の
か
と
全
員
。儿
気

い

Ｊ
ば
い
分
担
さ
れ
た
作
業
に
収
り
か

か
り
ま
し
た
が
雨
は
強
く
な
る
ば
か

り
。
や
む
を
得
ず
テ
ン
ト
設
営
を
や

め
、
こ
ど
も
の
村
の
常
設
テ
ン
ト
を

借
り
て
の
キ
ャ
ン
プ
に
変
史
し
ま
し

た
。

生
活
川

テ

ン
ト
も
決

ま

り
、
‥ｔ
」
速

怪
食
の
凖

伽

に
と

り
か
か
り

ま
し

た
．

米
と
ぎ

や
包

卜
使

い
な
ど

、
い

づ
れ

も
慣
れ

な

い
Ｆ

つ
き

で
し

た
が
、

お

互

い
に
助

け
（
日
い
な

が
ら
作

り
ま
し

ダ

ー
日
日

は
六

時
起

床
　

ラ

ジ

オ
休

操
で

‐‐
卜
か
ス

タ

ー
ト
　

ｆ

定
し
て

い
た
霊

山
登
山

は
巾

の
た

め
に
中
正

し
、
児
爪

館
で

歌
、
ｙ

ｌ

ム
遊
び

な

ど
を
し
ま

し

た
．

夕
食

後
、
キ

‘
ン
ブ
フ
ァ

イ
ヤ

ー
．

公
民
館
長

の
呻

火
で

は
じ
ま

り
．

キ

ャ
ン
プ
ソ

ン
グ

を
歌

い
、
花

火
人
会

を
行

い
、
高
く

撚
え

あ
が
る
炎

に
女

怙
を
深

め
介

い
ま
し

た

キ

ャ
ン
プ
研

修
企

を
通
じ

．
教
室

乍
は
雨

に
う

た
れ
な

か
・
七
む

．
仲
川

と
の
ふ

れ
あ

い
、
協

調
心
、
忍

耐
力

を
乍
び
ま
し
た
、

奴
後
に
、
こ
の
研
修
会
に
雨
に
も

か
か
わ
ら
ず
参
如
し
、
ご
指
導
い
た

だ
い
た
「
サ

ー
ク
ル
ぼ
け
っ
と
」
の

会
員
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
『
．

町
内
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

ふ
れ
あ
い
教
室

じ
り
三
日
（
日
）
Ｔ
前
九
時
よ
り

町
内

。
周
す
る
ウ

。
－

ク
ラ
リ
ー
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

小
雨
模
様
の
大
気
で
し
た
が
。
各

ダ
ｔ
’・
ブ
ご
と
に
絵
地
図
を
む
ら
・

て
公
民
館
を
ス
タ
ー
ト
し
、
途
中
の

問
噛
を
解
き
な
か
も
楽
し
ぐ
歩
き
ま

し
た
。

お
互
い
に
協
力
し
Ｆ
級
生
を
助
け

な
が
ら
町
の
よ
う
す
を
学
習
し
全
グ

ル
ー
プ
元
気
に
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

誕
生
し
た

「
阿

津

賀
志

社
交

ダ
ン
ス

愛
好

会

」

阿
津
賀
志
学
級
趣
味
の
グ
ル
ー
プ

学
習
の
一
つ
と
し
て
行
っ
て
き
た
社

女
ダ
ン
ス
の
学
習
会
は
、
好
詳
の
う

ら
に
七
月
四
日
を
も
っ
て
終
了
し
ま

し
た
が
。
希
留
者
に
よ
り
十
月
ま
で

継
続
し
て
練
習
す
る
こ
と
に
決
ま
り

ま
し
た
。

名
称
も
、
阿
津
賀
志
杜
交
ダ
ン
ス

愛
好
会
と
し
、
二
十
六
名
を
も
１
て

発
叭
し
ま
し
た
。

講
師
は
引
続
き
、
片
研
の
り
枝
さ

ん
に
お
願

い
し
、
親
切
て
い
ね
い
な

指
導
で
、
ブ
ル
ー
又
、
マ
ン
ボ
。
ル

ン
バ
な
ど
の
基
本
を
楽
し
く
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
で
練
習
し
て
い
ま
す
Ｉ

▲食事の準備も楽しみのひとつ

▲jむに残ったキャンプフフイヤー

▲楽しかったウォークラリー

Ａいつもなごやかなダンス練讐



伊

達
地

方
ス

ポ

ー
ツ

人

会

代
表
決
ま
る

貝
田
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

伊
達
地
方
ス
ポ
ー
ツ
大
会
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
町
予
選
大
会

が
、
七
月
ニ
ト

四
日
町
民
運
動
場
、
山
崎
迎
動
公
園

で
卜
七
チ
ー
ム
か
参
加
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

大
会
は
。
代
表
権
疲
得
の
た
め
、

各
チ
ー
ム
と
も
練
習
を
重
ね
て
き
た

こ
と
も
あ
り
、
ど
の
試
合
と
も
熱
戦

の
連
続
で
し
た
・

そ
の
結
果
、
只
田
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
か
優
勝
し
、
栄
え
あ
る
代
表
権
を

獲
得
し
ま
し
た
。

九
月
四
日
に
桑
折
町
で
開
か
れ
る

伊
達
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
の

ご
健
闘
を

期
待
し
ま
す
。

な
お
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
勝
　

只
田
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

準
優
勝

源
宗
山
ク
ラ

ブ

第
Ξ
位

滝
川
ク
ラ
ブ

″
　

徳
江
北
部
ク
ラ
ブ

人
形
劇
公
演
さ
れ
る

～
福
島
女
子
短
大
生
～

毎
年
恒
例
の
人
形
劇
公
演
を
七
月

九
日
、
午
後
一
時
か
ら
行
い
ま
し
た
。

人
形
劇

一
プ
レ
ー
メ
ン
の
お
ん
か
く

た
い
』
な
ど
を
子
ど
も
た
ら
は
熱
心

に
観
賞
し
、
そ
の
あ
と
短
大
生
と
い

・
し
ょ
に
体
育
館
で
ゲ
ー
ム
遊
び
を

し
ま
し
た
。

橘
島
女
子
短
期
人
学
児
廠
文
化
研

究
部
の
お
ね
え
さ
ん
た
ち
は
。
汗
ぴ

っ
し
ょ
り
に
な
っ
て
の
活
躍
で
、
子

ど
も
た
ち
も
最
後
ま
で
楽
し
く
過
ご

し
ま
し
た
。

▲人形劇に子どもたちは大よろこぴ

新
刊
図
書

三
百
冊
購
人
!
!

公
民
館
で
は
こ
の
ほ
ど
、
新
刊
関

咨
を
購
入
し
ま
し
た
。
「

今
回
は
、
一
般
図
み

の
ほ
か
科
学

の
図
書
も
数
多
ぐ
購
入
い
た
し
ま
し

た
。お

気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

尚
、
現
在
母
と
子
の
公
民
館
活
動

指
導
者
の
方
々
の
奉
仕
に
よ
り
図
書

の
整
理
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
か
、

恥
返
還
図
書
が
か
な
り
の
数
に
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
借
り
て
い
る
方

は
お
返
し
下
さ
る
よ
う
お
噸
い
歓
し

ま
す
。

▲図書の整理に遍われる指導書のみなさん

健
康
食
を
食
卓
ヘ
!
!

料
理
教
室
開
講

本
年
唆
の
料
理
教
室
か
、
じ
爿
九

日
（
土
）
二
十
三
名
の
学
級
生
か
参

加
し
て
開
溝
し
ま
し
た
。

学
級
生
は
。
来
年
二
月
ま
で
八
回

に
わ
た
り
樋
口
和
賀
子
先
生
の
指
導

の
も
と
、
四
季
折
々
の
料
理
を
火
習

す
る
こ
と
に
な

。
て

い
ま
す
。

火
習
の
成
果
を
。
家
庭
の
健
康
食

と
し
て
食
卓
に
そ
え
ら
れ
、
笑
顔
か

こ
ぼ
れ
る
楽
し
い
食
事
と
な
る
こ
と

で
し
ょ
う
。‘

▲科理教室開講

国
際
化
に
向
け
て

”
英
会
話
教
室
”
開
講

公
民
館
で
は
、
国
際
化
時
代
に
対

応
す
る
た
め
七
刀
九
日
、
紺
野
恵
子

さ
ん
｛
本
町
｝
を
溝
師
に
英
会
話
教

室
を
闘
講
し
ま
し
た
。

視
野
を
ひ
ろ
め
、
世
界
の
人
々
に

日
を
む
け
る
た
め
、
基
礎
的
な
言
葉

を
用
い
、
簡
耻
な
表
現
方
法
で
質
問

し
た
り
、
応
答
し
た
り
出
来
る
よ
う

に
す
る
こ
と
を
目
標
に
来
年
三
月
ま

で
十
八
回
に
わ
た
り
学
習
を
行
な
い

ま
す
。

▲英会話教竃關講

トンボ返り

秋

空
に
群

れ
飛

ぶ
ト
ン

ポ

（
蜻
蛉

）
は

、
二
億

年
以
上

も
の

貧
か

ら
地
球
上

に
生
息

す

る
原

始
的

な
昆
虫

で
、
古

く
は

『
あ
き

っ
』

と
呼

ば
れ

ま

し
た

。
秋

っ
虫

（
秋

の
昆

虫

）
を
略

し
た
言
葉

で
す

。

『
ト
ン
ボ
』
の
語
源
に
つ
い
て
は
定

説
が
あ
り
ま
せ
ん
。

『
ト
ン
ボ
返
り
』
は
身
体
を
空
中

で
回
転
さ
せ
る
軽
業
で
、
も
と
も
と

は
余
良
時
代
に
始
ま
る
民
俗
芸
能
散

楽
の
演
技
術
の
一
つ
で
し
た
。

歌
舞
伎
の
立
ち

川
り
の
『
ト
ン
ポ
』

も
そ
の
流
れ
で
、

主
役
に
か
か
っ
て

ゆ
く
下
回
り
の
役
者
か
投
げ
飛
ば
さ

れ
る
時
ト
ン

ボ
返
り
を
す

る
の
を

『
ト
ン
ボ
を
切
る
』
と
い
い
ま
す
。

透
明
な
二
対
の
翅
で
勢
い
よ
く
飛

ん
で
い
た
ト
ン
ボ
か
、
急
に
方
向
を

後
ろ
に
変
え
た
り
す
る
と
こ
ろ
か
ら
。

こ
の
言
葉
か
生
ま
れ
ま
し
た
。
飯
田

蛇
笏
の
俳
句

一
い
く
も
ど
り
　
っ
ば

さ
そ
よ
が
す
　
あ
き
っ
か
な
」
は
、

そ
う
し
た
ト
ン
ボ
の
生
態
を
的
確
に

と
ら
え
て
い
ま
す

。

ま
た
『
急
用
で
大
阪
ヘ
ト
ン
ボ
返

り
で
行
っ
て
き
た
』
な
ど
の
よ
う
に
。

あ
る
場
所
へ
行
っ
て
す
ぐ
戻
っ
て
く

る
時
に
も
使
わ
れ
ま
す
。
い
ず
れ
に

し
て
も
、
は
る
か
な
歴
史
を
背
負
『

た
表
現
と
い
え
る
で
し

‘。
う
。



八
巻
藤
七
さ
ん
優
勝

～
モ

ー
タ
ー
バ
イ
ク

安
全
運
転
競
技
会
～

去
る
七
月
七
日
、
国
見
町
シ
ル
バ

ー
交
通
安
全
推
進
隊
主
催
で
バ
イ
ク

の
安
全
運
転
競
技
大
会
が
、
桑
折
町

の
県
北
自
動
車
教
習
所
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

餓
技
に
先
だ
ち
、
藤
田
勝
衛
隊
長

か
「
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の
事
故
は

増
加

傾
向

に
あ
り

、
安
全

運
転

を
す

る
こ

と
は
自

分
の
命

を
守

る

た
め
で

す
Ｊ

と
あ

い
さ
つ

、
続

い
て
大
川
一
尸

桑
折

警
察
署

長
か

ら
激
励

を
受
け

、

さ

っ
そ

く
餓
技

を

開
始
し

ま
し

た
。

競
技

は
、

ス
ラ

ロ
ー

ム
。
８
の

宇

走

行

、
一
本

橋
走
行

な
ど

か
な

り
高

度
な
技

術
を

要
す

る
コ

ー
ス
を

、
一

人
三
分

の
持

ち
時
間

で

‐。
倒
。
審

査

に
は
桑

折
警

察
署
八

の
方

か
あ

た
り
、

会

場

の
ふ
ん

い
き
は

ま
る
で

迎
転

免

杵
の
検

定
試

験
の
よ

う
で

し
た

。ミ

。。

十
三
名

の
参

加
者
は

や
や
緊

張
し

、

悪
職
苦

闘
し

な
が

ら
し

最

後
ま
で
貞

険

に
競

技

に
取

り
組

み
ま

し
た

。

硯
技

終
了

後
、
参

加
者

は
自
分

の

運
転
技

術
の
再

確
認

と
、

安
令
運

転

の
意
識

高
揚
を

は
か

り
ま
し

た

。

入
賞

荐
は
次

の
と

お
り
で

し

た
。

優
勝
　
八
巻
藤
七
さ
ん
（
徳
江
北
）

二
位
　
谷
津
一
男
さ
ん
（
大
木
戸
）

三
位

後
藤

博
さ
ん
｛
商

城
｝

▲一本橋走行に挑戦

福
島
の
モ
モ
を

全
国
に
Ｐ
Ｒ

～
ミ
ス

ピ
ー
チ

が
来
庁
～

お

い
し

い
福
島
の

モ
モ
を

全
国

に

Ｐ

Ｒ
す

る
8
8
ミ

’ヘ
ピ
ー
チ

か
、
七

月

二
十

六
日

。
役
場

を
訪
問

し
ま

し
た

。

訪

問
し

た
ミ
ス

ピ

ー
チ

は
、

佐
藤

智

笂
さ
ん
（
1
8
）ｌ
ｌ
福
鳥

な
7
.
短
大
、

長

岡
理
香

さ
ん
（
1
8
）
―
桜
の

聖
ほ
短

大

、
大

橋
暁
忠

さ
ん
（
1
8
）
―
桜
の
聖

母
短
大
、
阿
部
弘
子
き
ん
（
1
8）－

桜

の
聖
母
短
大
。
今
年
で
二
十
六
代
目

の
ミ
ス
ピ
ー
チ
ト
人
の
う
ち
の
四
人

で
、
佐
藤
さ
ん
ら
は
「
甘
く
。
お
い

し
い
福
励
の
モ
モ
を
令
岡
に
Ｐ
Ｒ
し

ま
す
心
と
諮
っ
て
い
ま
し
た
。

今
後
、
ミ
ス
ビ
ー
チ
は
福
励
駅
新

幹
線
ホ
ー
ム
で
の
即
売
Ｐ
Ｒ
や
、
東

京
・
人
阪
班
と
仙
台
・
北
海
道
班
に

分
か
れ
て
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行

い
ま
す
。

な
お
。
八
月
卜
二
日
か
ら
十
六
卜

ま
で
は
、
お
歃
の
帰
宵
客
で
に
ぎ
わ

う
東
北
自
助
嘔
道
叫
見
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
で
も
活
躍
し
ま
す
。

▲「福鳥のモモを全国に」と謳るミスピーチ

人
形
劇
で
呼
び
か
け

～
交
通
安
全
藤
田
母
の
会
～

『
幼
児

を
交

通
事
故

か

ら
守
ろ
う

‘

と
、
藤
1
1
1母
の
会

で

は
七
月

卜
友
、

卜
八
日

の
両
日

、
福

阯
セ

ン
タ
ー
を

は
じ

め
町
内

．．．ケ
所

に
お

い
て
、
二

巌
か
ら
六
歳
ま
で
の
幼
児
を
対
象
に

手
作
り
の
交
通
安
全
人
形
劇
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

当
日
は
。
参
加
し
た
三
十
八
名
の

幼
児
一
人
一
人
に
信
号
機
の
色
分
け

な
ど
の
体
験
学
羽
‥
も
行
い
、
交
通
安

全
の
意
識
商
柵
を
は
か
り
ま
し
た
。

「
現
在
で
は
、
幼
児
に
対
す
る
交

遡
安
全
教
育
は
幼
稚
圃
や
保
育
所
な

ど
の
組
織
的
な
も
の
と
同
時
に
、
子

ど
も
と
接
し
て
い
る
時
間
か
一
番
艮

い
に
親
か
、
日
常
の
し
っ
け
の
一
環

と
し
て
継
続
的
に
行
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
」
と
、
会
ｋ
の
安
田
節
子
さ
ん

は
じ
め
り
Ｉ
ダ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
今

後
に
意
欲
を
燃
や
し
て
い
ま
し
た
。

▲幡心に人形劇に見入る子どもたち

に
ぎ
わ
っ
た

納
涼
歩
行
者
天

国

町
商
Ｅ
会
青
年
祁
（
川
崎
長
市
郎

妊
）
主
催
に
よ
る
納
涼
喰
行
者
天
国

か
、
八
月
六
口
午
後
四
時
か
ら
、
町

中
心
部
の
旧
四
号
国
道
約
二
百
六
十

じ
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
も
ち
っ
き
、
ス
イ
カ
割
り
、

腕
ず
も
う
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
の
各

イ
ベ
ン
ト
の
他
、
盆
踊
り
も
行
わ
れ

多
く
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

岡
崎
宵
年
部
畏
は
「
商
店
街
。
町

の
活
性
化
を
め
ぎ
し
、
今
後
も
艮
く

続
け
て

い
き
た
い
。一

と
抱
負
を
語
・

て

い
ま
し
た
。

▲キョンシーも量場した納涼盆踊り

編
集
日
記

７
月
3
1日
晦
雨
明
け
宣
言
。
い
よ

い
よ
夏
本
番
。
真
『
肌
に
陽
焼
け
し

た
子
ど
ｆ
Ｕ
た
ち
を
見
か
け
ま
す
。
広

報
か
み
な
さ
ん
の
お
手
元
に
届
く
頃

は
。
子
ど
も
た
ち
の
夏
休
み
も
残
す

と
こ
ろ
わ
ず
か
。
宿
勉
に
追
わ
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

ん
な
私
も
今
、
原
稿
の
／
切
り
に
追

わ
れ
、
ね
じ
り
鉢
巻
き
で
す
。
（
Ｋ
ｙ

梵
叮
・
糾
亀

国
兇
町
企

望

 

当

 

当

町
人
字
藤
川
字

．ｒ

Ⅲ
こ
２
の
Ｉ

一

九
八
尾
－

．
匕
　

酋

刄
い一
二
円
托
で
叭
．ａ
－

卜

．
．
．

’代
表
ｙ
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